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　　4．　　　　　分娩後のマウス子宮コラーゲン分解
に対する卵巣の影響
（解剖学第二）清水　澄、外野　正己
分娩後子宮は急速に退縮し、この退縮過程でコラーゲン
は分解する。卵巣がこのコラーゲン分解の調節を行って
いるかを、組織学的に検討した。
IVCS系雌マウスを用い、8週齢で交配妊娠させた。卵巣
摘出は、妊娠最終日と分娩日のどちらかに行い、無処理
動物を対照とした。急激なコラーゲン分解が起こる分娩
後の3日間、それれの群で子宮角重量を測定後、切片を
作製、ピクロシリウスレッドで染色、偏光で子宮膜のコ
ラーゲン線維分布の変化を観察した。
分娩後の退縮速度、子宮内膜のコラーゲン線維の消失部
位及びその程度は、各卵巣摘出群とも対照群との差がな
く、卵巣が分娩後の子宮退縮とそれに伴うコラーゲン分
解に対して積極的な調節を行っていないと考えられた。
　　6．　　　　　妊娠経過中に脳出血を発症した特発性
　　　　　　　　副甲状腺機能低下症の1例
（内科学第三）金沢真雄、藤邑雅子、須田成彦、能登谷洋
子、伊藤久雄（産婦人科学）高山雅臣（外科学第二）古川
欽一（脳神経外科学）伊東洋
症例は27才、女性、主婦。17才時より手足のこわばりを認め、
25才時症状増悪あり、某大学病院受診、特発性副甲状腺機
能低下症との診断を受けた。VD製剤にて加療中であったが、
妊娠判明し、妊娠30週にて本院へ転院、産科及び内科に通院
とした。妊娠中はalfacalcido11μg、　Ca　lactate　3．Og／
日にて、自覚症状はなく、血中Ca　8．　7、　P4．5mg／deと比較
的良好なコントロールを得ていたが、妊娠36週頃より蛋白
尿出現、血中Ca　7．9mg、　P5．1mg／d4となったたあ、　alfacal－
cidol　2μg／日に増量した。患者は妊娠37週にて帝切目的
にて入院したが、入院第3病日、突然意識障害出現　血圧
190－120㎜Hgとなり、　CTにて脳出血と診断、同日磯切に
て2300gの男児を娩出した。アプガルスコアは2であった。
患者は帝切後、一時気管切開を要したが、以後急速に回復、
第14病日には略意識清明となった。現在は母子ともに異常
を認あない。特発性副甲状腺機能低下症で出産しえた報告
は少なく、脳出血を併発した例はなく、今回報告した。
　　5．　　　　　小児下垂体腺腫の2症例
（脳神経外科学）中村達也、朝元美利、大岩泰之、原岡
嚢、伊東洋
トルコ鞍近傍腫瘍は成人の場合、視覚異常や月経異常な
どホルモン異常症状によって発見されることが多い。し
かし小児期ではそれらの症状が見過ごされ、あるいは出
現しないため発見が送れることが多い。また、小児下垂
体腺腫は1．4％と頭蓋咽頭腫の11．4％に対し著しく少な
いため診断が難しい。良性腫瘍ではあるが発見が送れれ
ば重篤な視覚障害や成長障害を生じ、さらに手術が困難
になるため早期発見が重要である。
我々は2例の稀な小児下垂体腺腫を体験したので若干の
文献的考察を加え報告する。
　　7．　　　　　妊娠・授乳期乳癌の臨床病理学的検討
（外科学第三）有馬正明、木村幸三郎、小柳泰久、日馬
幹弘、佐藤泰（東京都がん検診C）村田淳、松永忠士
（都立大塚病院外科）関根幹男、袴田安彦、関口令安
妊娠授乳期乳癌11例と39才以下の若年者乳癌60例を臨床
病理学的に比較検討した。腫瘍径、組織型、年齢分布、
組織学的リンパ節転移陽性率においては差を認めず、ER，
PGR、リンパ管侵襲、静脈侵襲においても特別な傾向は
得られなかった。paraffin炮埋blockを入手できた妊娠
授乳期11例と対照15例について、flow　cytometryにて核
DNAを測定した。　anuploidyの出現頻度は妊娠授乳期70
％、対照27％であり、有意差は認めないが前者に多い傾
向がみられた。S期percent，　S＋G2M期percent，　DNA
－indexについては、明らかな差は認あられなかった。　C－
ErbB　2染色の陽性率は前者が20％、後者が13．3％と前者
がやや高く、CEA陽性率は共に20％の陽性率であった。
以上の結果よりaneuploidyの出現頻度が妊娠授乳期乳
癌の予後不良に関連することが示唆された。
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